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1. はじめに
1-1, 取り組みの概要
近年， グロー パノレ人材の育成を目指し，我が国でもSTEM教育の充実が求められている。 小学校において












































FL@Mは， Make（こしらえる）, Learn （まなぶ）, Shar巴（わかち
あう）をコンセプトとして，地域の人々が集い，個人によるものづく Fig.2.井上商店の小売店舗（鳥取市元魚町）
りを通じて，互いに学び合えるコミュニティ ・ラボを目指している。
工房内は， W i-F iをはじめ，多様な工作機械等，デ、ジタル・フアプリケーションを実践するための環境が
整っている。地域への開放は土曜日曜の午前中としており，利用者に対するサポートは本校の教員で、行ってい
る。

























日g.5. 3Dプリンター Magix-1000（武藤工業） Fig.6. レー ザー加工機 Hajime（オー レー ザー）
Fig.7. 3DモデリングマシンMDX-20（ロー ランド） Fig.8.カッティングマ、ンン回'IKAsv-12（ロー ランド）
1-5. ファ部
FL@Mを利用する本校の生徒たちは，デジタノレ・フアプリケーションを楽しむ部活動「ファ部」 に所属し
ている。ファ部の活動は，火曜木曜の放課後，土曜日曜の午前中に行っており， 活動内容としては， FL@M 
の工f判幾械を使ったデ、ジタル・フアプリケーション，地域の様々なイベントでのワークショップ等で、ある。現
在は1年生が6名， 3年生が 10名所属している。（Fig.9)



































し， 3Dプリンターで造形したものを用いた。このワークショ ップに向けて， 生徒たちは事前に何度も試作を
繰り返した。 実際にワークショ ップで、オー ニソプターが飛行すると，参加者から大きな歓声が上がっていた。
Fig.13. オーニソプター（羽ばたき飛行機） Fig.14. 慶応大学SFCORFの様子
Fig.15. F姐 WALKER鳥取城北Ver. Fig.16. 目に優しいブックカバー
（テオ・ヤンセン機構） （プロ トタイプ ：右 改良型・左）
(2) 慶応大学SF Cオープンリサーチフォーラム20 1 7 (2017年1月23日）




























応大学SF C主催のFA Bコンテスト等に出展することで，課題意識と目標をもって， 計画的な活動を進めて
いきたい。さらに，ファ部の活動を通して学んだ多くのことを，先輩から後輩へ伝えることのみならず，それ
らを地域全体と共有しようとする文化を醸成できるかが今後の課題である。これからも，地域に聞かれたもの
づくり工房FL@Mでの出逢いを大切にしていきたい。
田中将省（学校法人矢谷学園 鳥取城北高等学校）
